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発明の名称：ローダミン誘導体及びそれを用いた

ローダミン骨格を有するネットワークポリマー

ローダミン誘導体にビニル基を導入後、炭
素－炭素二重結合１又は２個の重合性化
合物と重合、あるいはＳＨ基２個以上有す
る架橋性化合物とチオール－エン反応によ
り重合で得られたネットワークポリマーが、
加圧で変色し、加熱で可逆的に元の色に戻
ることが確認され、メカノクロミズムを示すこ
とを見出した。

本発明ネットワークポリマーは、繰り返し
単位（Ａ）及び（Ｂ１）又は（Ｂ２）を有する。
繰り返し単位（Ａ）：式（ＩＩ）

各Ｒ１：独立したＣ１～Ｃ１０アルキル基
各Ｒ２ ：独立した水素原子又はメチル基
各ｍ：独立した０～１０のいずれかの整数
ｎ：１～１０のいずれかの整数

繰り返し単位（Ｂ１）：炭素－炭素二重結合
を１又は２個有する重合性化合物由来

繰り返し単位（Ｂ２）：ＳＨ基を２個以上有す
る架橋性化合物由来

メカノクロミズムを有するポリマーは、
実用的に十分でないため、例えば歪セ
ンサーなど使用可能なメカノクロミズム
を有する新規なネットワークポリマーを
提供することを目的とする。

研究概要・アピールポイント

◆ローダミン骨格を有するネットワーク
ポリマーはメカノクロミズム機能があり、
クロミズム物質は化学的環境変化に
敏感に応答し材料の性質が変化するの
でセンサー、光学記憶容量、光学デバ
イス等エレクトロニクス分野など様々な
分野での応用が可能である。
◆新規ネットワークポリマーを施設等の
応力が掛かる所に張り付けると、
コンク リート等のひび割れ点検の際に、
ひび割れ発生箇所には内部応力により
ローダミン骨格が異性化し色が変化す
るため、ひび割れを簡易に検出・診断で
き「歪みセンサー」として有用である。
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